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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、保健師の基礎・現任教育のための体系的かつ実効性のある放射線教
育モデルを開発して検証することである。保健師基礎教育機関への質問紙調査と保健師へのグループ・インタビ
ューの結果から、教育プログラムを作成し、保健師学生および自治体保健師に対して教育プログラムを実施・評
価、改善した。これに基づき、講義（放射線の基礎知識）、演習（放射線の測定）、事例検討とロールプレイン
グからなる放射線教育プログラムを完成し、テキストを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to develop and verify the feasibility of a 
radiological education program for public health nurses and public health nursing students. We 
conducted a survey among universities and colleges as well as a group interview of public health 
nurses to better understand the current radiological education curriculum, including appropriate 
content and effective educational strategies for development of a radiological education program. We
 then developed a radiological education program based on the outputs of the survey and group 
interview, and subsequently carried out the program among public health nursing students and public 
health nurses and evaluated outcomes and processes. The program comprised a lecture for basic 
radiological knowledge, an exercise for radiation measurement, and group deliberation and 
role-playing using case studies. We have now issued a textbook on the radiological education 
program.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
保健師に対する放射線教育は十分でなく、2011年東日本大震災に伴う原発事故では、放射線の知識や情報がない
中で、正しい情報と住民に知らせるべき情報の判断ができず住民支援に苦慮した。本研究で作成した放射線教育
プログラムにより、保健師は災害に備えることができ、住民支援を行うことができる。このことは人々の安寧と
健康につながる。また本放射線プログラムは世界的にほとんどみられず、稀有な事故を経験したわが国だからこ
そ示すことのできる全世界に発信できるものであり、学術的意義と人類への貢献はきわめて大きいと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
看護師および保健師基礎教育において、指定規則および国家試験出題基準に放射線の基礎知

識および災害に関する記載がみられない期間が 30 年以上続いた 1)。1999 年東海村で起きたウ
ラン加工施設 JCO の臨界事故の際には、住民に対応する保健師の放射線や被ばくに関する知
識の必要性が指摘されたにもかかわらず 2)、防災計画や災害マニュアルは自然災害を想定した
もので、保健師に対する放射線に関する基礎教育・現任教育がなされぬまま、東日本大震災の
津波による原子力事故を迎えてしまった。放射線影響下の自治体保健師は、放射線の知識や情
報がない中で、正しい情報と住民に知らせるべき情報の判断ができずに住民支援に苦慮し、し
かし自治体職員という立場ゆえに住民の不安や苦情に相対しなければならなかった 3)4)。原子力
発電所事故（以下、原発事故）はいつどのような形で起こるかわからない。保健師の放射線に
関する住民支援の必要性は高まっており、保健師に対する体系的な放射線教育は喫緊の課題で
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、保健師に対する基礎教育・現任教育における、教育プログラムや教材を含

む体系的で実効性のある放射線教育モデルを作成して検証し、その活用を普及することである。
このことで、原発事故発生および復旧・復興期の保健師の対応と役割が明確となり、その実践
により、人々の安寧と健康に寄与すると考えられる。 

 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するために、以下のとおり、段階的に研究を実施した。 

１）基礎調査（保健師基礎教育機関） 
放射線教育に関する実態を明らかにするために、全国の保健師国家試験受験資格取得教育課

程のある 218 校の公衆衛生看護学の責任教員を対象に、放射線教育に関する質問紙調査（放射
線に関する科目、重要性の認識、優先度の高い放射線教育など）を行った。 
２）基礎調査（保健師） 
保健師に必要とされる教育内容を明らかにするために、原発事故影響下の自治体および隣県

の保健師 8 名に対する放射線教育に関するインタビュー調査を行った。 
３）放射線の教育プログラムの作成 
１）２）の調査および文献検討、専門家からの意見聴取、先進地の調査を踏まえて、①保健

師基礎教育、および②保健師現任教育において実施できる放射線教育プログラム（教育内容、
教育方法、教材）を作成した。 
４）教育プログラムの検討（実施・評価・修正） 

(1)保健師国家試験受験資格取得教育課程のある教育機関 2 校のそれぞれ 16 名と 8 名の保健
師学生を対象として、および(2)自治体保健師 11 名を対象として、放射線教育プログラムを実
施し、アウトカム評価、プロセス評価、および意見・感想に関する質問紙調査を行った。その
結果に基づき、教育プログラムの修正を加えた。 
５）教育プログラムの公表・普及 
全国の保健師が広く自主的に学習できるように、作成した教育プログラムを基盤としたテキ

ストを作成し、周知した。 
 
４．研究成果 
１）基礎調査（保健師基礎教育機関） 
回収数 104（回収率 47.9％）であり、保健師教育において放射線を学ぶことについて「重要」

とする者は 9割を超えていたものの、保健師教育において「独立科目がある」と回答したのは
3名のみであり、「科目の一部として扱っている」との回答も 3割に満たなかった。教員の 8割
以上は、「教員への放射線教育の研修」「教材（テキスト・事例集・視聴覚教材など）」「教える
ことのできる教員」などが「必要」と回答していた。このように、保健師教育においては放射
線教育が十分には行われていない現状が明らかとなった。 
２）基礎調査（保健師） 
インタビュー調査の分析の結果、放射線教育に必要な内容として、①放射線の基礎知識：放

射線とは何か、自然放射線について、放射線の物理的・化学的特性と放射線の人体への影響な
ど、②放射線事故発生時の保健活動：住民支援についての基本的な考え方や心構え、行動の基
本など、③放射線事故と保健師の住民対応：事故により住民に何が起こるのか、被災者心理と
精神的な支援、放射線簡易検査やヨウ素剤配布などの基本的な被災者支援、健康へのリスクを
考慮した日常生活行動の選択への支援、④放射線事故発生時における管理：部署・機関の連携・
調整、健康調査実施などの被ばく・汚染管理、避難所運営・管理、⑤復旧・復興期の保健活動：
長期的な被災者支援の基本、必要な被災者支援体制の構築、支援者への支援、⑥平常時におけ
る保健活動：放射線事故のリスク認識、広域・組織内における危機管理体制の整備、が挙げら
れ、保健師教育には原発事故に関連した放射線の知識、住民支援に関する内容が重要であるこ
とが分かった。 
３）放射線の教育プログラムの作成 
１）２）の結果から、講義（放射線の基礎知識、法や制度）、演習（放射線の測定）、事例検



討とロールプレイングで構成した教育プログラムを作成した。また、放射線や放射線防護を専
門とする教員がいなくても放射線教育が実施できるように、スライド原稿や事例、参考リーフ
レットなども作成した。教育プログラムは、講義や研修時間、および学生や保健師の放射線に
関する前提知識や技能のレベルに応じて、講義、演習、事例検討・ロールプレイングを組み合
わせて活用できるようにした。 
４）教育プログラムの検討（実施・評価・修正） 
 (1)保健師学生を対象 
①保健師国家試験受験資格取得コースを選択した学部生 16 名に対して、講義、事例検討とロ

ールプレイングを実施した。教育目標到達度は、すべて 4.5 ポイント以上（1-5 の範囲）で、
プロセス評価はプログラムの時間に関する評価が 3.1 だったが、その他の評価は 4.5 以上であ
った。学生は、放射線知識の重要性と保健師の支援のあり方を学んでいた。 
②保健師国家試験受験資格取得コースがある大学院の公衆衛生看護学専攻の大学院生 8 名に

対して、演習（放射線測定）、講義、事例検討とロールプレイングを実施した。教育目標到達度
は、「住民への対応の理解」や「今後の実施可能性」については 4.0 ポイントを下回ったが、他
は 4.0 ポイントを超えていた。プロセス評価は、プログラムの時間（3.1）以外は、4.0 ポイン
ト以上であり、対象や保健師の役割について理解が深まっていた。 
(2)自治体保健師を対象 
教育目標到達度評価は、すべて 4.0 ポイント以上（1-5 の範囲）であった。プロセス評価は「教

育のねらいの明確さ」と「プログラムの時間の適切さ」に関する評価が 3ポイント台であった
が、その他の評価は 4.0 ポイント以上であった。放射線教育プログラムをとおして、保健師は
対象理解の重要性、放射線知識とエビデンスに基づく支援の必要性、放射線の問題だけではな
く対象者全体を捉えて支援すること、および日頃の保健師実践の重要性を理解していた。 
(1)(2)の放射線教育プログラムの実施・評価に基づいて、放射線教育プログラムを修正し完

成させた。 
５）教育プログラムの公表・普及 
全国の保健師および保健師学生に本放射線教育プログラムを周知するために、わかりやすく、

図表を多用し、講義・演習用のスライド原稿や事例、参考リーフレットなどを含んだ書籍「保
健師と放射線:すぐに使える講義・演習・事例検討」を作成・刊行した。これは、公衆衛生看護
学の教員が講義・演習で、また自治体保健師が研修で、すぐに使えることを意図したものであ
り、必要機関に配布した。 
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